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Summary

The number of farmers cultivating traditional crop varieties has been decreasing recently. Purpose of 
this experiment was to reveal features of traditional sweet potato (Ipomoea batatas Lam.) compared with 
popular variety, Koganesengan, and to make sure the usefulness of them under the circumstances. In exp.1, 
traditional varieties, Genji, Tanegashima-gold, and Annoubeni, and Koganesengan were cultivated. In 
common, traditional varieties tended to get bigger tuber than Koganesengan, while the number of tubers 
hill-1 was less than Koganesengan. Therefore, the yield of traditional varieties tended to be the same level 
with or lower than Koganesengan. On the other hand, inside color of tubers of traditional varieties was 
colorful, white, purple, or orange. In exp. 2, sprits from traditional varieties smelled floral and had a deep 
and dry taste. At sensory evaluation test, steamed traditional varieties tubers showed higher score than 
Koganesengan in each parameter. It was estimated that traditional varieties showed better taste than 
Koganesengan.
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緒　 言

鹿児島県の農業産出額は増加し ており ， 全国 2 位の農

業県と なっている が（ 鹿児島県， 2019）， 栽培さ れてい

る作物品種は昔から栽培さ れてきた地場の伝統品種でな

く ， 品種改良さ れた商用品種が普及し ている． 伝統作物

と は地域の人や風土と の関わり が強く ， 郷土の食文化を

支えてきた作物である ． 鹿児島県では桜島ダイ コンや安

納イ モを含む23品目が「 かごし まの伝統野菜」 と して選

定さ れており （ 鹿児島県， 2015）， 鹿児島県の食文化を

古く から 支えてきた． 伝統作物を栽培する農家数の減少

よ り ， 鹿児島県の古く から の食文化の消滅やサツマイ モ

の遺伝的多様性の喪失が懸念さ れる． 一方， 鹿児島県の

農村は高齢化が進み， 農家の後継者不足に陥っている

（ e-Stat, 2005;2010;2015）． そのため， 将来鹿児島県の重

要な産業である農業が衰退する可能性がある． こ れら 問

題を解決するための新たな取り 組みと し て， 鹿児島県で

のみ栽培さ れている伝統作物を全国に紹介するこ と で鹿

児島県の農産物に付加価値を付けるこ と ができ ， 農業の

活性化に繋げるこ と を考えた． また， 鹿児島県の伝統作

物は現在栽培さ れている商用品種と は形態， 栽培・ 収穫

期間が異なると いう こ と が知ら れているが， 実際どの程

度異なるのかと いう 比較研究は少ない．

そこ で本研究では， 鹿児島県の伝統作物の中で特にサ

ツマイモについて， 形態， 栽培・ 収穫期間や収量， 食味

において各伝統品種の特徴を明ら かにする こ と と し た．

こ れはサツマイ モが鹿児島県の特産品である焼酎の原料

であるこ と から ， 一般的な食味だけでなく 焼酎原料と し

ての有用性を検討できるからである ． そこ で商用品種の

サツマイ モと 鹿児島県の伝統品種を植被率・ 葉数・ 葉面

積・ 塊根の形態・ 塊根の肉色・ 収量・ 食味・ 芋焼酎と し

ての評価の点で比較し ， 伝統品種の有用性を明ら かにす

るこ と で「 地域貢献」，「 種の保存」 に繋げるこ と を目的

と し た．

材料および方法

実験１ ： コ ガネセンガンと 鹿児島県のサツマイ モ伝統品

種における生育および収量の品種間差

伝統品種を栽培する 農家が減少し ている 理由と し て，

伝統品種のサツマイ モの栽培のし 易さ や収量が商用品種

のコガネセンガンに劣るこ と が考えられた． そこ でコガ
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ネセンガンと 鹿児島県の伝統品種を同じ 条件で栽培し ，

生育および収量について比較調査した．

栽培実験は鹿児島大学農学部附属農場の圃場で行っ

た． 圃場の土壌は灰色低地土であった（ 赤木ら ， 2018）．

商用品種と し てコ ガネセンガン， 伝統品種と し て源氏

（ 垂水市）， 種子島ゴールド （ 種子島）， 安納紅（ 種子島）

を用いた． 田畑（ 2016b） によ る 鹿児島県に現存する 伝

統野菜の報告では， 源氏は明治28年， 広島県の久保田勇

次郎氏がオースト ラ リ アから持ち帰った品種の中で， 鹿

児島県垂水村の中島磯助氏が明治40年頃発見し た短づる

の突然変異系統である ． 種子島ゴールド は在来種「 種子

島紫」 から 皮色が白で肉色が紫色の系統を選抜固定し た

品種で1993年 3 月に品種登録さ れた（ 上妻ら ， 2003）．

また， こ の品種は多肥栽培で繁茂すると いも の着生が劣

り ， ヒ ゲ根と なる ． 個重型でイ モの形状は長紡錘型と さ

れる ． 安納紅は昭和63年， 西之表市安城立山で収集し た

紅系統の「 安納いも 」 在来種から 選抜さ れた品種で1998

年10月に品種登録さ れた（ 上妻ら ， 2003）． 特徴と し て

皮色は褐紅色で肉色は黄色， 個数型で収量性が高く ， イ

モの形状は防水潟～下膨れ型， 丸いも になり やすい傾向

がある．

化学肥料と し て 硫安（ 10 kg10 a−1
）， 過リ ン 酸石灰

（ 10 kg10 a−1）， 塩化カリ ウ ム（ 10 kg10 a−1） を2020年 5

月 7 日に施肥し た． 5 月11日に畝幅0.6 m， 長さ 19.2 m，

畝間60 cm の畝を第 1 図のよ う に設けた． 各畝を 8 つの

区画に分け， 同品種が隣り 合わないよ う に配置し た． そ

し て 5 月12日に株間は30 cm と し ， 各区に各品種25～30 
cm 程度の苗を 8 穴ずつ移植し た． 植被率と し て， 6 月

17日 か ら 約 1 週 間 ご と に ド ロ ー ン（ DOBBY，

ZEROTECH， 中国） で上空から 撮影し Image J（ National 
Institute of Health， USA） を用いて各区画当たり の葉の

被覆率である 植被率を算出し た（ 第 1 図 A）． 9 月 8 日

に殺虫剤と してト レボン乳剤（ 三井化学アグロ ） 1000倍

希釈液を散布し た． 各品種10月 6 日に収穫した． そし て

各畝の各品種区 1 区から 中央の 3 株を選び， 一株あたり

の葉面積， 葉数， 葉（ 含葉柄） の生体重・ 乾物重， 蔓の

生体重・ 乾物重， 塊根一個あたり の生体重・ 乾物重， 一

株あたり の塊根の生体重・ 乾物重， 一株あたり の塊根個

数， 一株あたり の上イ モ（ 塊根 1 個50 g 以上） 個数， 一

株あたり の上イ モ重を測定した． そし て上イモ割合， 収

量を算出し た． 残り の収穫し た塊根は実験 2 で使用し

た．

実験２ ： コ ガネセンガンと 鹿児島県のサツマイ モ伝統品

種における食味の品種間差

サツマイ モは鹿児島県の特産品である芋焼酎の原料で

ある ． 一般的に焼酎用のサツマイ モと し て栽培さ れてい

るのはコガネセンガンであるが， 鹿児島県の伝統品種を

焼酎に加工したも のは知ら れていない． そこ で本実験で

は同一条件で栽培したコガネセンガンと 鹿児島県の伝統

作物であるサツマイモを焼酎に加工し ， 品種間差を調査

し た． また， 蒸し た時の食味の品種間差も 調査し た．

焼酎の製造および官能試験

供試品種と し て， 実験 1 で収穫し たコ ガネセンガン，

源氏， 種子島ゴールド ， 安納紅， 安納芋を用いた． 10月

7 日に米600 g を蒸し ， その後温度50℃になる まで冷ま

し ， 種麹（ 1.0 g） をまぜ， 恒温機を用い， 温度35℃湿度

98% で27時間管理し た． 10月 8 日に温度30℃湿度90%
と し 17時間管理し た． 10月 9 日に取り 出し 麹を冷凍保存

し た． 10月13日に酵母エキス （ 1.0 g）， ポリ ペプト ン

（ 2.0 g）， グルコ ース （ 2.0 g） で YPD 培地（ 100mL） を

作成し た． 10月15日に麹に水（ 168 g） を加え一次仕込

みを行った． 10月20日に一次仕込みでできた酒母にイモ

（ 各品種700 g）， 水（ 395 g） を加え二次仕込みを行った．

10月28日に蒸気吹き 込み式常圧蒸留（ ガラ ス製蒸留器）

を行った． 12月 7 日にアルコ ール度数25度に割水をし ，

12月 8 日に濾過を行った． 焼酎の官能試験は2021年 1 月

19日に焼酎・ 発酵学教育研究センター内で行った． 14人

を対象と し た． 官能試験は Kramer（ 1960） の検定を官

能検査ハンド ブッ ク （ 1995） に基づき行った．

調査項目

香り ： フルーティ ー， フローラ ル， ヨ ーグルト 様， イ

モ様， 酸， 刺激．

味： 甘味， 酸味， キレ， 濃さ ．

蒸し イ モの官能試験

12月25日に農学部附属農場の講義室で行った． 農学部

学生11人を対象と し た． 供試品種と して実験 1 で収穫し

たコガネセンガン， 源氏， 種子島ゴールド ， 安納紅， そ

し て購入し た紅はるかの 5 品種を用いた． 電子レンジで

加熱調理をし た後， 一口大にカッ ト し たも のを用意し

た． 官能試験は Kramer（ 1960） の検定を官能検査ハン

ド ブッ ク （ 1995） に基づき行った．

調査項目： 甘味，食感，食味の 3 項目について行った．

結　 果

実験１ ： 栽培期間中の気温，降水量を第 1 表に示した．

8 月は高温で降水量が低かったが， 6 月 7 月および 9 月

の降水量は多かった． 上空から の写真から 算出し た植被

率について， 生育初期（ 移植後36日） においてコガネセ

ンガンが最大で安納紅が最小であった（ 第 2 図）． 7 月

14日（ 移植後63日目） に 4 品種全て植被率が95% を超

えて上空からの写真では生育を比較できなく なった． 一

株あたり の収穫期の葉面積について， 種子島ゴールド が

最も 大きかった（ 第 3 -A 図）． 安納紅， 源氏と コガネセ

ンガンと ほぼ同等であった． 一株あたり の葉数につい

て， 種子島ゴールド はコ ガネセンガンよ り 大き かった

（ 第 3 -B 図）． 源氏， 安納紅はコ ガネセンガンと 差は見

ら れなかった． 一株あたり の葉の生体重および乾物重に

ついて， 種子島ゴールド はコガネセンガンよ り 大きかっ

た（ 第 3 -C および D 図）． 源氏と 安納紅はコガネセンガ

ンと 差が見られなかった． 一株あたり の蔓の生体重につ

いて， 種子島ゴールド ， 源氏はコガネセンガンよ り 大き

かった（ 第 4 -A 図）． 伝統品種の蔓の生体重はコガネセ

上野祐輔



 サツマイモ伝統品種の特性に関する研究 7

ンガンの蔓の生体重を上回る傾向があった． 一株あたり

の蔓の乾物重について， 種子島ゴールド はコガネセンガ

ンよ り 大きかった（ 第 4 -B 図）． 地上部生体重およ び乾

物重について種子島ゴールド がコガネセンガンよ り 大き

く ， 源氏および安納紅はコガネセンガンと 差は見られな

かった（ 第 4 図 C, D）． 塊根 1 個あたり の生体重は差が

見ら れず， 乾物重について， 源氏はコガネセンガンよ り

大きかった（ 第 5 -A, B 図）． 個重型の種子島ゴールド は

コガネセンガンを上回る傾向があった． 個数型の安納紅

と 言われるがコガネセンガンと ほぼ同等であった． 一株

あたり の塊根の生体重， 乾物重について， 源氏はコガネ

センガンと 同等であった（ 第 5 -C, D 図）． 種子島ゴール

ド ， 安納紅はコガネセンガンを下回る傾向があった． 一

株あたり の塊根個数について， コガネセンガンは伝統品

種よ り 大きかった（ 第 6 -A 図）． 特に種子島ゴールド が

最少であった． 一株あたり の上イ モ個数について， コガ

ネセンガンは伝統品種を上回る 傾向があった（ 第 6 -B
図）． 特に種子島ゴールド が最少であった． 上イ モ割合

について， 源氏， 種子島ゴールド はコガネセンガンを上

回る傾向があった（ 第 6 -C 図）． 安納紅と コガネセンガ

ンに差は見られなかった． 一株あたり の上イモ重につい

て， 種子島ゴールド ， 安納紅はコガネセンガンを下回る

傾向があった（ 第 6 -D 図）． 源氏はコガネセンガンを上

回る傾向があった． 収量について， 源氏， コガネセンガ

ン， 安納紅， 種子島ゴールド の順に大きい傾向であった

（ 第 7 図）．

実験２ ：

芋焼酎の官能試験結果

香り について， フルーティ ー感の強い方から 安納紅，

コガネセンガン， 源氏と 種子島ゴールド ， 安納芋の傾向

であった（ 第 8 図）． フローラ ル感の強い方から 安納紅，

源氏， 種子島ゴールド ， コガネセンガン， 安納芋の傾向

であった． ヨ ーグルト の様な香り の強い方から 種子島

ゴールド ， 安納紅， コガネセンガン， 源氏， 安納芋の傾

向であった． 芋の様な香り の強い方から 安納紅， 源氏，

コガネセンガン， 安納芋， 種子島ゴールド の傾向であっ

た． 酸の強い方から コ ガネセンガン， 種子島ゴールド ，

源氏， 安納紅， 安納芋の傾向であった． 刺激の強い方か

ら コガネセンガン， 種子島ゴールド ， 源氏， 安納紅， 安

納芋の傾向があった．

味について， 甘味の強い方から 安納紅， コガネセンガ

ンと 源氏， 安納芋， 種子島ゴールド の傾向があった（ 第

8 図）． 酸味の強い方から コ ガネセンガン， 種子島ゴー

ルド ， 安納芋， 安納紅， 源氏の傾向があった． キレの強

い方から 安納紅， 種子島ゴールド ， コガネセンガンと 源

氏， 安納芋の傾向があった． 味の濃い方から安納紅， 種

子島ゴールド ， 安納芋， 源氏， コガネセンガンの傾向が

あった．

蒸し 芋の官能試験結果

甘味について， 甘い方から紅はるか， 安納紅， コガネ

センガン， 種子島ゴールド ， 源氏の傾向であった（ 第 2

表）． 食感について， ねっと り 感が強い方から 安納紅，

種子島ゴールド ， 紅はるか， コガネセンガン， 源氏の傾

向であった． 食味について， 良い方から 紅はるか， 種子

島ゴールド ， 安納紅， コ ガネセンガン， 源氏の傾向で

あった．

考　 察

実験１ ： 生育中における品種間差を明ら かにするため

に植被率を調べたが， 生育初期ではコガネセンガンが伝

統品種を上回る傾向が見ら れたが， 生育が進むに従い 4

品種の差が見ら れなく なった（ 第 2 図）． こ のこ と から

今回は， 上空から 撮影し 植被率を算出し 生育の品種間差

を比較するこ と は困難と なった． そのため畝に占める植

被率を算出したが， 今後は畝だけでなく 広い範囲に占め

る植被率を算出し 品種間差を比較するこ と が望まし いも

のと 考えた． 加えて， 植被率以外での生育中の品種間差

を確認でき る 調査項目を考える こ と が今後の課題であ

る ．

伝統品種の地上部はコガネセンガンよ り も 大き く ， 塊

根 1 個体が大きかったが， 塊根個数が少ないため収量と

し ては少なく なったも のと 考えら れた（ 第6, 7 図）． ま

たコガネセンガンは基腐れ病が発生したが伝統品種では

基腐れ病は発生し なかった．

本研究で栽培し た源氏の特徴と し ては， 塊根がコガネ

センガンと 比べて太く 大きいこ と ， 塊根個数が少ないこ

と ， 収量が多いこ と が挙げら れた（ 第5, 9 図）． 種子島

ゴールド の特徴と し ては， 肉色が紫であるこ と ， 塊根が

コガネセンガンと 比べて長く 太いこ と ， 塊根個数が少な

いこ と が挙げら れた（ 第5, 9, 10図）． 安納紅の特徴と し

ては， 肉色がオレンジ色であるこ と ， 塊根個数が少ない

こ と が挙げられた（ 第5, 9, 10図）．

以上のこ と から ， 伝統品種の長所と し て病害に強く ，

塊根一つ一つが大き く なる こ と ， 肉色が色鮮やかである

こ と が挙げら れた（ 第5, 9, 10図）． 基腐れ病が伝統品種

には発生し なかったこ と について， 現在基腐れ病が鹿児

島県で重大な問題と なっているため， 伝統品種はコガネ

センガンと 比較し 基腐れ病に耐性があり ， 代替利用の可

能性が示唆さ れた． また， 今回の研究で明らかになった

長所を鹿児島県の農家に紹介し 伝統作物の普及を進め，

伝統作物栽培の絶滅の回避を試みたい． そして鹿児島県

の伝統作物のブラ ンド 化およ び全国へアピールを行い，

鹿児島県の農業活性化や農家の収入増加を目指す．

実験２ ： 源氏の芋焼酎の特徴と し ては， フロ ーラ ル，

芋の様な香り が強く ， 酸や刺激が抑えめで味が濃いこ と

が挙げら れた（ 第 8 図）． 種子島ゴールド の芋焼酎の特

徴と しては，フローラル，ヨ ーグルト の様な香り が強く ，

味が濃いこ と が挙げら れた． 種子島ゴールド の芋焼酎

が， 用いた品種の中で最も コガネセンガンの芋焼酎の香

り ・ 味に近かった． 安納紅の芋焼酎の特徴と し ては， フ

ルーティ ー， フローラル， ヨ ーグルト ， 芋の様な香り が

強く 酸や刺激が抑えめで， 味が濃く 甘味やキレがあるこ

と が挙げら れた．
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今回用いた伝統作物の芋焼酎の特徴と し てはフローラ

ルの香り が強く ， 香り の刺激が抑えめで， 味が濃く キレ

があるこ と が挙げられた（ 第 8 図）．

以上のこ と から 伝統品種の食味が優れており ， 芋焼酎

と し ても 酸や刺激が抑えめで， 香り は華やかさ があり ，

味が濃く キレがあるこ と が明ら かと なった．

食味について， 伝統品種の方がコガネセンガンよ り 評

価が良いと いう 傾向が見ら れた（ 第 2 表）． こ のこ と か

ら ， 伝統品種は食味が優れたも のが多いこ と が考えら れ

た． 甘味と 食感については各伝統品種でばらつきがあっ

たため， 味や食感は品種間で特徴が異なるこ と が考えら

れた． 今回用いた品種の中では源氏が食味に優れ， 醸造

適性があり ， 地域の特産にするのに有用と 考えら れた．

田畑（ 2016b） によ る 鹿児島県に現存する 伝統野菜の

報告では， 年配の方に「 昔食べた美味し い懐かし い味の

サツマイ モ」 と 問う と ， ほと んどの方がホク ホク し た

「 源氏」 と 答えが返ってき たと のこ と であった． 源氏の

美味し い食べ方と し ては， 焼き 芋， 蒸し いも ， 天ぷら ，

大学いも ， お菓子材料が挙げら れた． 安納紅の美味し い

食べ方と し ては， 焼き芋が適し ， 地元では「 冷凍焼きい

も 」 と し て加工販売さ れている ．

今後， 食味が優れているこ と を農家や飲食店， 消費者

に広報するこ と ， 芋焼酎と しての使用を焼酎製造業者に

アピールするこ と を積極的に行い， 伝統作物・ 品種の認

知および普及を進めたい．

要　 約

昔から 栽培さ れてきた伝統作物を栽培する農家は近年

減少している． そこ で本研究では， 鹿児島県の伝統作物

の中で特にサツマイモについて， 各伝統品種の特徴を明

ら かにし ， 伝統作物の有用性を考察するこ と を目的と し

た． 実験 1 と し てコガネセンガンと 伝統サツマイ モ品種

の源氏（ 垂水市），種子島ゴールド（ 種子島），安納紅（ 種

子島） を栽培し ， 比較し た． その結果伝統品種は塊根 1

個体が大きかったが， 塊根個数が少ないため収量と し て

は少なく なると 考えら れた． 伝統品種の長所と し て病害

に強く ， 塊根一つ一つが大きく なるこ と ， 肉色が色鮮や

かであるこ と が明らかと なった． 実験 2 と して焼酎に加

工し た時の源氏， 種子島ゴールド ， 安納紅の香り ， 味に

ついてコガネセンガンと 比較し ， 伝統作物の芋焼酎の特

徴と してはフローラルの香り が強く ， 香り の刺激が抑え

めで， 味が濃く キレがあるこ と が挙げら れた． 蒸しいも

について， 甘味， 食感およ び食味について官能試験を

行ったと こ ろ， 伝統サツマイモ品種の方がコガネセンガ

ンよ り 評価が良いと いう 傾向が見ら れたこ のこ と から ，

伝統品種は食味が優れたも のが多いこ と が考えら れた．
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A

B 

第１ 図　 ド ロ ーン撮影による 植被率算定用の写真およ び品種配置図

A: ド ローンによる撮影写真（ 6月17日）． 四角： 植被率を測定した畝内の範囲の一区．

B: 品種配置図．
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第２ 図　 生育期間の4 品種の植被率の推移

垂線は標準誤差（ n=6） を示す．
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第３ 図　 サツマイ モ4 品種の A: 一株あたり の収穫期の葉面積， B: 一株あたり

の葉数， C: 一株あたり の葉の生体重， D: 一株あたり の葉の乾物重

同一アルファ ベッ ト は Tukey 法により 品種間において5％水準で有意でないこ と を示す（ n=3）．
垂線は標準誤差を示す．
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第４ 図　 サツ マイ モ4 品種の A: 一株あたり の蔓の生体重， B: 乾物重， C: 地

上部生体重， D: 地上部乾物重

同一アルフ ァ ベッ ト は Tukey 法によ り 品種間において5％水準で有意でないこ と を示す

（ n=3）． 垂線は標準誤差を示す．
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第５ 図　 サツ マ イ モ4 品種の A: 塊根1 個あたり の生体重， B: 塊根1 個あ

たり の乾物重， C: 一株あたり の塊根の生体重， D: 一株あたり 塊

根の乾物重

同一アルファ ベッ ト は Tukey 法によ り 品種間において5％水準で有意でないこ と を示す

（ n=3）． 垂線は標準誤差を示す．
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第６ 図　 サツ マイ モ4 品種の A: 一株あたり の塊根個数， B: 一株あたり の上イ モ個

数， C: 上イ モ割合， D: 一株あたり の上イ モ重

同一アルファ ベッ ト は Tukey 法によ り 品種間において5％水準で有意でないこ と を示す（ n=3）． 垂線

は標準誤差を示す．
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第７ 図　 収穫物から 算出し た4 品種の1 0 a あたり の収量

同一アルファ ベッ ト は Tukey 法により 品種間において5％水準で有意でないこ と を示す（ n=3）．
垂線は標準誤差を示す．

第８ 図　 焼酎の官能試験結果
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A B C

第９ 図　 塊根の形態

A: 源氏， B: 種子島ゴールド ， C： 安納紅．

上野祐輔
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A

B

C

第1 0 図　 塊根の横断面

A: 源氏， B: 種子島ゴールド ， C： 安納紅．
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第１ 表　 栽培期間中の鹿児島市の気温と 降水量

気象庁 HP のデーター（ 気象庁， 2021） を基に作成．

第２ 表　 食味の官能試験結果

1同一アルファ ベッ ト は Kramer 法により 品種間において5％水準で有為でないこと を示す（ n=11）．

上野祐輔


